












の三部に緩やかに区分され、従来の研究成果 上に全三三編も 優れた論考が展開されている。周知の通り、ハイデガー哲学の解説書類はわが国にも多数存在する。だが本書の最大の特徴は、解説的な役割と最新の専門的な研究成果とが見事に両立している点であ すなわち、難解 論旨や術語 明確 整理されるとともに、 「転回」や中後期の諸問題への思索全体を見据えた新し 知見が得られる。そ
れ故、本書は必読の研究書とも言うべきである。　
第Ⅰ部では、初期や前期の思索、特にアリストテレス・















ノート』の出現による。存在の思索 対す 批判とそれへの応答を建設的に試み ためにも 本書が読者を有意義な「対決」へと導くことが、期待されるであろう。
